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ふるさと応 援

白鷹町

テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
で
連
日
取
り
上
げ
ら
れ
、
全
国
各
地
で
注
目
を
浴
び
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」。

そ
の
地
域
イ
チ
オ
シ
の
返
礼
品
に
注
目
が
集
ま
り
、
町
の
知
名
度
向
上
や
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
開
始
か
ら
９
年
目
。
白
鷹
町
に
も
、毎
年
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
方
々
の
温
か
い
〝
思
い
〟
が
届
い
て
い
ま
す
。

白
鷹
町
ふ
る
さ
と
応
援
制
度

 
全
国
か
ら〝
思
い
〟が
届
い
て
い
ま
す
。
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2,777 件
3,052 万円

1,641 件
1,963 万円

994 件
1,212 万円

542 件
838 万円

3,014 件
3,787 万円寄附金額寄附件数

ふ
る
さ
と
納
税
と
は

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
は
、
地
域
間

格
差
や
人
口
流
出
な
ど
で
悩
む
自
治
体

に
対
し
、
都
市
部
と
の
格
差
を
な
く
そ

う
と
平
成
20
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
制

度
で
す
。「
納
税
」
と
い
う
言
葉
が
つ

い
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
自
治
体
へ
の

『
寄
附
』。寄
附
を
す
る「
ふ
る
さ
と
」は
、

自
分
が
応
援
し
た
い
自
治
体
を
『
第
二

の
ふ
る
さ
と
』
と
し
て
全
国
か
ら
自
由

に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
寄
附
を
す
る
と
、
翌
年
度
の

所
得
税
及
び
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
自
治
体

に
寄
附
を
し
た
場
合
に
は
、
確
定
申
告

を
行
う
こ
と
で
寄
附
金
額
の
一
部
が
所

得
税
な
ど
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
が
、
ふ

る
さ
と
納
税
で
は
寄
附
し
た
額
か
ら

２
０
０
０
円
を
除
い
た
全
額
（
限
度
額

あ
り
）
が
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

白
鷹
町
の
取
り
組
み

　

町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
開
始

に
合
わ
せ
て
「
白
鷹
町
ふ
る
さ
と
応
援

制
度
」
を
平
成
20
年
度
に
ス
タ
ー
ト
。

「
白
鷹
町
を
応
援
し
た
い
」と
い
う
方
々

の
思
い
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

寄
附
金
額
は
１
件
５
０
０
０
円
か
ら

受
け
付
け
て
お
り
、
１
万
円
以
上
寄
附

い
た
だ
い
た
方
に
は
、
返
礼
品
と
し
て

町
の
特
産
品
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
そ
の
返
礼
品
も
大
幅
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
全
50
種
類
の
中
か
ら

寄
附
の
金
額
に
応
じ
て
お
好
き
な
も
の

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
へ
の
思
い
が
カ
タ
チ
に
な
る
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
―
―
。
ぜ
ひ
、
町
外
に

お
住
ま
い
の
ご
家
族
や
ご
親
戚
、
友
人

の
皆
さ
ん
に
、
白
鷹
町
の
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

り 豆３人

　寄附件数・金額の推移

７
で

が 16 、は８ に

マ
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心のこもった
自慢の特産品。
全国各地から寄附いた
だいた方への「返礼品」
の一部をご紹介します。

の け入れ （ 27 ）

する の い

3,200,000
人材 11,992,000

4,421,000
2,315,000

とにかく しらたか 15,944,000
37,872,000

ふるさと納税

の （ 27 ）

27 　

5,900,000

1,800,000

白鷹 3,800,000
35,000
200,000

本の （あか）をつくる町 2,000,000

こども 300,000
地域 819,000
るさと 14,009,000
るさと 9,009,000

37,872,000

しらたかの （ ）

しらたかの人 くり （人材 ）

しらたかの （ ）

しらたかの集 （ ）

しらたかの 山 （ ・ ）

とにかく しらたか

寄附金の使い道

の （あゆ）

山 （ ）

りんご（ ゴ ）

ふるさと納税の流れ

 １．申し込み
●電話で申し込むか、町ホームページまたは企

　画政策課企画調整係にある寄附申込書に必要

　事項を記入し、ＦＡＸ、郵送などで提出する

●インターネットサイト「ふるさとチョイス」

　から申し込む

●払込取扱票、現金書留、現金持参のいずれか

　の方法で入金する

●クレジットカードで入金する（※インター

ネットからの申し込みに限ります。）

寄附金の支払確認後おおむね１カ月以内に、希

望した特産品が届きます。（果物等、季節品を

除く。）

町から発行される「寄附金受領証明書」で申告

してください。（※ワンストップ特例制度を利

用する方は、確定申告は不要です。）

★詳しくは、ふるさと納税ポータルサイト（総務省
　ホームページ）をご覧いただくか、お問い合わせ
　ください。

【ふるさと応援制度に関する窓口】
企画政策課企画調整係　☎８５-６１２３
【税の控除に関する窓口】
税務出納課町民税係　☎８５-６１３２

 ２．寄附金の入金

 ３．特産品が届く

 ４．確定申告
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◆
金
条
章　
　
　

第
一
分
団

◆
特
別
功
労
章

　

第
三
分
団　

副
分
団
長　

佐
藤　

貴
光

　

第
四
分
団　

副
分
団
長　

梅
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和
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第
二
分
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副
分
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樋
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知
一

　

第
五
分
団　

副
分
団
長　

梅
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智
彰

◆
功
労
章　
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一
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第
二
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小
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佐
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広

　

第
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長　

佐
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将

◆
功
績
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第
一
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哲

　

第
二
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樋
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副
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宗
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第
三
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竹
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秀
一

　

第
三
分
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副
部
長　

髙
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秋
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第
四
分
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部　
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紺
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真
克

　

第
四
分
団　

副
部
長　

齋　
　

和
広

　

第
五
分
団　

部　

長　

沼
澤　

正
晴

　

第
五
分
団　

部　

長　

鈴
木　
　

怜

◆
精
錬
章

　

第
一
分
団　

副
部
長　

梅
津　
　

浩

　

第
一
分
団　

副
部
長　

金
子　

哲
治

　

第
一
分
団　

副
部
長　

菅　
　
　

悟

　

第
二
分
団　

班　

長　

山
口　

秀
輝

　

第
二
分
団　

班　

長　

羽
田　

英
樹

　

第
三
分
団　

班　

長　
　

地　

秀
樹

　

第
三
分
団　

班　

長　

迎
田　

一
昭

　

第
四
分
団　

副
部
長　

大
滝　

智
和　

　

第
四
分
団　

団　

員　

沼
澤　

秀
樹

　

第
五
分
団　

副
部
長　

大
木　

大
輔

　

第
五
分
団　

副
部
長　

小
形　
　

仁

◆
永
年
勤
続
退
団
者
表
彰
（
勤
続
20
年
以
上
）

　

元
第
一
分
団　

部　

長　

古
名　

直
人

　

元
第
一
分
団　

部　

長　

金
田　
　

修

　

元
第
一
分
団　

部　

長　

馬
場　

範
之

　

元
第
一
分
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部　

長　

丸
川　

雅
春

　

元
第
一
分
団　

部　

長　

髙
橋　

弘
寿

　

元
第
一
分
団　

副
部
長　

船
山　
　

寛

　

元
第
一
分
団　

班　

長　

中
川　

正
彦

　

元
第
二
分
団　

班　

長　

樋
口　

俊
之

　

元
第
三
分
団　

部　

長　

川
村　

朋
弘

　

元
第
三
分
団　

部　

長　

五
十
嶺
英
幸

　

元
第
三
分
団　

班　

長　

松
野　

真
樹

　

元
第
四
分
団　

部　

長　

梅
津　
　

勝

　

元
第
五
分
団　

部　

長　

中
村　

洋
昌

◆
功
績
章　
　

副
分
団
長　

沼
澤　
　

勉

◆
精
績
章

　

第
四
分
団　

分
団
長　

加
藤　

隆
広

　

第
五
分
団　

分
団
長　

髙
橋　

義
和

◆
勤
続
章　
　

団　

長　

平　
　

盛
和

◆
優
良
章　

　

第
一
分
団　

副
部
長　

今
野　

正
和

　

第
一
分
団　

班　

長　

今
野　

友
博

　

第
一
分
団　

班　

長　

小
林　

政
雄

山
形
県
知
事
表
彰

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰

平成 28 年度  消防関係表彰者
　６月５日の春季消防演習において、表彰状の伝達及び感謝状が贈呈されました。
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第
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第
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分
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◆
永
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勤
続
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（
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年
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団　

員　

川
田　

敬
一

◆
永
年
勤
続
章
（
25
年
）

　

本
部
分
団　

分
団
長　

小
形　

一
美

　

第
一
分
団　

団　

員　

今
野　

善
則

　

第
二
分
団　

団　

員　

齋
藤　
　

晃

　

第
二
分
団　

団　

員　

小
口　

弘
幸

　

第
二
分
団　

団　

員　

今　
　

春
樹

　

第
三
分
団　

分
団
長　

衣
袋　

正
人

　

第
三
分
団　

団　

員　

加
藤　

裕
之

　

第
三
分
団　

団　

員　

山
口
陽
一
郎

　

第
四
分
団　

分
団
長　

加
藤　

隆
広

　

第
五
分
団　

団　

員　

菅
間　
　

正

◆
永
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（※敬称略）
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永
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勤
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団
者
（
勤
続
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以
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）
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紺
野　

市
夫

　

前
第
五
分
団　

団　

員　

菅
原　
　

勉

　

前
第
五
分
団　

団　

員　

鈴
木　

一
浩

◆
内
助
の
功
労
者　
　
　

佐
藤
ま
ゆ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

衣
袋　

祐
子

◆
無
火
災
区　
　
　
　

仲
町
区　

10
年

◆
消
防
団
協
力
事
業
所　

　

長
谷
川
建
設
株
式
会
社

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

長
谷
川
俊
彦

◆
賞
詞
（
勤
続
13
年
以
上
）

　

第
一
分
団　

班　

長　

本
木　

伸
明

　

第
四
分
団　

班　

長　

梅
津　

雅
紀

　

第
四
分
団　

班　

長　

齋
藤　
　

誠

　

第
一
分
団　

団　

員　

髙
木　

朋
和

　

第
三
分
団　

団　

員　

塚
田　
　

傑

　

第
二
分
団　

団　

員　

安
達　

紀
章

　

第
一
分
団　

団　

員　

菅　
　

徳
幸

　

第
二
分
団　

団　

員　

今　
　

周
作

　

第
一
分
団　

団　

員　

小
林　

真
人

白
鷹
町
消
防
団
長
表
彰

白
鷹
町
長
感
謝
状

山
形
県
消
防
協
会
西
置
賜
支
部
長
表
彰

　

第
三
分
団　

団　

員　

齋
藤　
　

了

　

第
四
分
団　

団　

員　

沼
澤　

秀
樹

　

第
四
分
団　

団　

員　

紺
野　

重
幸

　

第
五
分
団　

部　

長　

沼
澤　

正
晴

　

第
五
分
団　

部　

長　

佐
藤　

隆
将

　

第
五
分
団　

団　

員　

紺
野　

市
夫

　

第
五
分
団　

団　

員　

村
上　

利
晴

　

第
五
分
団　

団　

員　

平
井　

正
秋

◆
永
年
勤
続
章
（
15
年
）

　

第
一
分
団　

班　

長　

橋
本　

真
仁

　

第
一
分
団　

班　

長　

高
木　

和
哉

　

第
一
分
団　

班　

長　

漆
山　
　

剛

　

第
一
分
団　

団　

員　

小
林　

文
明

　

第
一
分
団　

団　

員　

本
木　

栄
次

　

第
一
分
団　

団　

員　

鑪　
　

真
弥

　

第
一
分
団　

団　

員　

鈴
木　

良
彦

　

第
一
分
団　

団　

員　

中
川　

裕
之

　

第
二
分
団　

団　

員　

小
松　

祐
司

　

第
三
分
団　

部　

長　

小
関　
　

聖

　

第
三
分
団　

副
部
長　

柴
田　

宏
幸

　

第
三
分
団　

副
部
長　

髙
橋　

秋
博

　

第
三
分
団　

団　

員　

海
老
名
祐
介

　

第
三
分
団　

団　

員　

大
類　

優
作

　

第
三
分
団　

団　

員　

鈴
木　

邦
広

　

第
三
分
団　

団　

員　

芳
賀　
　

誠

　

第
三
分
団　

団　

員　

荒
川　

真
一

　

第
四
分
団　

班　

長　

加
藤　

和
芳

　

第
四
分
団　

班　

長　

堀
川　

隼
人

　

第
四
分
団　

団　

員　

菊
地　

博
紀

　

第
四
分
団　

団　

員　

川
部　

敏
晴

　

第
四
分
団　

団　

員　

川
部　

良
治

　

第
四
分
団　

団　

員　

布
施　

千
広

　

第
四
分
団　

団　

員　

土
屋　

功
司

山 … １ ／ ４ ／ ７ ／ 10 ／ 11 ／ 13
本 協 … １ ／ ２ ／ １ 　 山 協 … 14 ／ （30

）２ （25 ）10 （20 ）15 （15 ）30 　 山 協 … １ ／

20 ／ ３ 　 白鷹町 … ５ ／ ４ ／ の ２ ／

１ ／ 協力 １ 　 白鷹町 … 17

　

第
一
分
団　

団　

員　

橋
本　

寛
之

　

第
一
分
団　

団　

員　

新
保　

寿
男

　

第
一
分
団　

団　

員　

中
川　

大
嗣

　

第
五
分
団　

団　

員　

佐
藤　
　

稔

　

第
五
分
団　

団　

員　

鈴
木　

義
之

　

第
五
分
団　

団　

員　

新
野　

晃
一

　

第
一
分
団　

団　

員　

長
谷
部
克
広

　

第
四
分
団　

団　

員　

布
施　

健
仁
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「田舎です、うらやましいでしょ。
…白鷹町。」
　そうなんです、ボクにとって、
うらやましいことがいっぱいある
白鷹町です。自然や美味しいも
の、東京の生活の中で忘れていた
こと、何より、白鷹の人たち。
　大使に再任していただいて、本
当に嬉しく思います。白鷹町の
キャッチフレーズを作ったり、イ
ベントや観光誘致の企画をした
り、プロデューサー＆コピーライ
ターとしての経験を活かして、が
んばります。まずは「SHIRATAKA 
RED」を展開しますね。

　「白鷹町は宝の山」、江戸っ子の
私が 2年間白鷹町観光交流大使
を務めて一番感じたこの言葉。最
近は山形出身？と聞かれることも
多くなり、第二の故郷になりつつ
あります。
　再任の 2年間でさらに白鷹町
の魅力を見つけ、首都圏や他の地
域の皆様にその魅力をお伝えし、
アイコのキムチのほかにも何か形
にできればと思っております。

　ふるさととは何か。そこでどれ
だけの期間住んだかではなく、ど
れだけ思いが深いかだと思いま
す。わずか３ヶ月でも、僕の人生
は白鷹で枠組みができたと思いま
す。一番影響を受けた先生は荒砥
中時代の先生で、今でも会いに行
きます。
　白鷹町応援団の一員として、お
もしろいアイデアを提案して行き
たいと考えています。　

青
木
実
氏
、
上
原
恭
子
氏
、
田
勢
康
弘
氏
が

白
鷹
町
観
光
交
流
大
使
に
再
任

　

６
月
30
日
、
白
鷹
町
観
光
交
流

大
使
委
嘱
書
交
付
式
が
町
長
室
で

行
わ
れ
、
平
成
26
年
度
か
ら
町
観

光
交
流
大
使
と
し
て
活
動
し
て
こ

ら
れ
た
青
木
実
氏
、上
原
恭
子
氏
、

田
勢
康
弘
氏
が
再
任
さ
れ
、
町
長

か
ら
委
嘱
書
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
委
嘱
期
間
は
平
成
28
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま

で
の
２
年
間
で
す
。

　

町
観
光
交
流
大
使
の
皆
さ
ん

に
は
、
こ
れ
ま
で
に
町
の
観
光

物
産
振
興
へ
の
助
言
や
サ
ポ
ー

ト
、
さ
ら
に
は
地
域
ブ
ラ
ン

ド
「SH

IRATAKA  RED

」
や
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
「
ア
イ
コ
の
キ
ム

チ
」
の
発
案
、
白
鷹
中
学
校
校

歌
の
作
詞
な
ど
を
手
掛
け
て
い

た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、「
日
本
の
紅（
あ
か
）

を
つ
く
る
町
」
の
さ
ら
な
る
観

光
交
流
推
進
に
向
け
、
引
き
続

き
白
鷹
町
の
魅
力
発
信
に
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
。

ま の

田勢康弘 さん

ジャーナリスト
（神奈川県在住）

上原恭子 さん

クッキングインストラクター
（東京都在住）

青木　実 さん

会社役員
（東京都在住）

１ 大 に された３ に、４月１ 付けで

佐藤町 り が された　２ ６ の

り みとして、 さんに て 発された「

の 」　３ さん作 の白鷹中 「 」。

この の から白鷹中 の が ま た　４ 青

さん の「  」の ゴマ

１

３２

メッセージ

４
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町
消
防
団
が
、
操
法
技
術
と
統
制
力
を
競
い
合
う
「
消
防
操
法
大
会
」
は
６
月
26
日
、
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
駐
車
場
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
小
型
ポ
ン
プ
・
ポ
ン
プ
車
・
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
３
部
門
。
各
団
員
が
、
４
月
か
ら
朝
晩
と

繰
り
返
し
行
っ
て
き
た
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
各
部
門
の
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１分 ５ ４
中川大嗣、渡部　透、岡部　典、
大瀧洋平、小松浩之

２分 １ ４
山口秀輝、樋口伸也、軽部　学、
片倉一朝、丸川裕太

１分 １ １
遠藤秀昭、金田拓海、高橋寿規、
金田雄太、本木拓磨、小口舜平

２分 ２ １
加藤嘉智、後藤尚道、竹田琢也、
齋藤吉治、黒沢千晴、梅津　駿

平
成
28
年
度
白
鷹
町
消
防
操
法
大
会

の 　

小 の （ ） 小 の 　

小 の 　 審
査
結
果
（
西
置
賜
支
部
大
会
出
場
団
体
）
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ま の

　

町
内
で
発
生
し
た
火
災
の
拡
大
防
止
に
努
め
た

と
し
て
、
６
月
６
日
、
森
谷
勝
榮
さ
ん
（
山
口
）

に
町
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

森
谷
さ
ん
は
、
５
月
14
日
に
山
口
地
内
で
発
生

し
た
火
災
に
お
い
て
、
冷
静
な
判
断
と
迅
速
な
行

動
に
よ
り
延
焼
防
止
に
寄
与
。
そ
の
結
果
、
火
災

の
被
害
は
最
小
限
に
食
い
止
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

森
谷
さ
ん
に
は
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

を け た さん。 は

きみ さん

火
事
現
場
で
の
冷
静
か
つ
迅
速
な
行
動

森
谷
勝
榮
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈

27 白鷹町 協

　 （ ） 　

大 小６ 小 大

今　 小５ 小 大

小４ 小 大

　

６
月
６
日
、
平
成
27
年
度
白
鷹

町
体
育
協
会
表
彰
が
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
、
昨
年
度
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
で
活
躍
さ
れ
た
方
に
町
体

育
協
会
か
ら
栄
光
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
た
の
は
、
白
鷹

Jr
．
レ
ー
シ
ン
グ
ス
ポ
少
に
所
属

す
る
、
大
滝
覇
功
く
ん
、
今
思
乃

さ
ん
、海
老
名
空
来
く
ん
の
３
人
。

３
人
は
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
全
国

小
学
生
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会
出

場
し
、
全
国
大
会
と
い
う
大
舞
台

で
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

を した３人。 から、大 くん、

今 さん、 くん

平
成
27
年
度
白
鷹
町
体
育
協
会
表
彰

ス
キ
ー
競
技
で
３
人
に
栄
光
賞
を
贈
呈

白
鷹
学
講
座
パ
ー
ト
１

「
や
ね
だ
ん
　

豊
重
哲
郎
氏
講
演
会
」
を
開
催

　

生
涯
学
習
講
座
と
し
て
町
民
自

ら
が
企
画
実
践
す
る
「
白
鷹
学
講

座
」。
平
成
28
年
度
の
第
１
回
講

座
が
６
月
24
日
、
町
産
業
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
鹿
児
島
県
鹿
屋
市

串
良
町
柳
谷
（
通
称
や
ね
だ
ん
）

集
落
自
治
会
長
の
豊
重
哲
郎
氏
が

「
全
住
民
参
加
型
の
地
域
づ
く
り

～
行
政
に
頼
ら
な
い
ま
ち
お
こ
し

～
」
と
題
し
て
講
演
。
行
政
に
頼

ら
ず
「
集
落
で
で
き
る
事
は
集
落

で
」
と
い
う
考
え
に
よ
り
、
過
疎

化
が
進
ん
で
い
た
「
や
ね
だ
ん
」

に
再
び
活
力
を
取
り
戻
し
た
豊
重

さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
、
集
落
の

住
民
全
員
が
一
つ
と
な
っ
て
行
っ

て
い
る
取
組
み
に
、
集
ま
っ
た
約

１
０
０
人
の
参
加
者
は
、
や
ね
だ

ん
を
白
鷹
町
と
重
ね
て
真
剣
に
話

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
の
最
後
、
ま
ち
お
こ
し
の

根
底
に
あ
る
の
は
「
住
民
自
治
」

「
自
主
財
源
確
保
」「
還
元
」
と
ま

と
め
た
豊
重
さ
ん
。
今
後
は
「
地

域
の
活
力
と
な
る
子
ど
も
た
ち
へ

の
奨
学
金
の
給
付
と
、
や
ね
だ
ん

に
住
む
高
齢
者
が
生
き
生
き
と
し

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
な

福
祉
の
充
実
を
実
現
で
き

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き

た
い
」
と
力
強
く
語
り
ま

し
た
。

　

次
回
の
白
鷹
学
講
座

（
パ
ー
ト
２
）
は
、ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
田
勢
康
弘
氏

を
講
師
に
迎
え
、
８
月
３

日
に
町
産
業
セ
ン
タ
ー
で

開
催
予
定
で
す
。

のこも た をする さん
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産
業
フ
ェ
ア

２
０
１
６

　 　　容 　

16 00

にたか

ん おいしいもの

（ など） マ

すくい ゴ

り山 くり

白鷹町の

お 子の

17 30 子ども 子 　 子

18 30

「  

」 発

「山 くり」

　 　　容 　

８ 00
野 　

り切れ

10 00

く （ 作 、 、

隊 、 、白

、 こ

 など） ・

太切 にたか ん

おいしいもの （か

き 、 まんじゅうなど）

白鷹町の こども

く う

白鷹

「白鷹野 の 」

お 子の

10 30

11 00
白鷹中 「 」

13 00 「 」

白鷹町

６ 土 16：00 ～ 20：00　16：00 ～ 20：00　

７　   10：00 ～ 15：00　10：00 ～ 15：00　

土

日

６
日
（
土
）

７
日
（
日
）

８ 

月

みんなおいでよ！

あゆーむギャラリー

我が家のお宝展

▼  い　つ　７月30日（土）～８月14日（日）

▼  観覧料　一般個人　200 円／高校生以下　無料
昨年に引き続き第3回目。我が家に伝わるお宝を
ご覧ください。

白鷹の獅子頭展

▼  い　つ　７月30日（土）～８月14日（日）

▼  入場料　無料
白鷹町の各地区の獅子頭が展示されます。ぜひご
来場ください。

し
ら
た
か
の

紅あ
か

  白鷹町文化交流センター あゆーむ

　【主　　催】白鷹町産業フェア 2016実行委員会

　　　　　　（白鷹町産業振興課内　☎８５-６１３６）

　【構成団体】白鷹町、白鷹町商工会、山形おきたま

　　　　　　  農業協同組合、山形県酪農業協同組合、

　　　　　　  白鷹町観光協会、白鷹町アルカディア

　　　　　　  財団、西置賜ふるさと森林組合



■試験日及び会場

 　応募者へ個別に連絡します。（９月上旬予定）
■採用予定年月日
　原則として平成 29年４月１日
■受験申込受付期間

　７月12日（火）～８月26日（金）
　※郵送の場合は８月 26日（金）必着
■募集要項・受験申込書の配布
　受験資格や試験内容などを記した募集要項及
び受験申込書は、町立病院事務局、郵便によ
る請求（120 円切手を貼付し、宛先を明記
た角2号の返信用封筒を同封してください）、
または町立病院ホームページ（http://www.
hospital.shirataka.yamagata.jp/）からのダウ
ンロードで入手できます。
■応募先・問い合わせ
　白鷹町立病院　☎８５-２１５５

平成 29年度採用 白鷹町病院事業等職員募集
募 集 職 種 採用予定人員 受　験　資　格

52 ４月２ に

まれた方で、 の

を する方、または

見 みの方

１

52 ４月２ に

まれた方で、

の を する方、ま

たは 見 みの方

１

62 ４月２ に

まれた方で、

の を し、

マ

（ 人 本

がん 中

）の を けた方

西
置
賜
行
政
組
合
消
防
署

白
鷹
分
署
の
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
す

現
在
の
白
鷹
分
署
庁
舎

　

西
置
賜
行
政
組
合
消
防
署
白
鷹

分
署
は
、
昭
和
47
年
８
月
に
現
在

地
に
開
設
さ
れ
て
か
ら
43
年
が
経

過
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
施
設

や
設
備
は
老
朽
化
に
よ
り
機
能
が

低
下
し
て
お
り
、
国
の
示
す
耐
震

基
準
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
平
成
23
年
３
月
11

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
を

機
に
、
消
防
・
防
災
機
能
の
向
上

を
図
る
拠
点
施
設
整
備
・
資
機
材

の
整
備
確
保
等
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
当
組
合
で
は
、

白
鷹
分
署
の
整
備
に
つ
い
て
検
討

す
る
た
め
、
平
成
25
年
度
に
消
防

庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
基
本
構
想
の
策
定
に
着
手
。

平
成
28
年
度
内
の
完
成
を
目
指
し

て
、
白
鷹
町
ま
ち
づ
く
り
複
合
施

設
敷
地
内
の
一
部
に
新
た
に
建
設

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
進
捗

状
況
と
し
て
、
平
成
27
年
度
ま
で

に
基
本
設
計
及
び
実
施
設
計
の
ほ

か
、
各
種
手
続
き
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

今
後
の
予
定

　

現
在
の
白
鷹
町
中
央
公
民
館
北

側
の
用
地
（
面
積
１
６
４
８
・
９

㎡
［
白
鷹
町
複
合
施
設
完
成
後

２
３
２
６
㎡
］）
を
移
転
場
所
と

し
、
白
鷹
産
木
材
を
多
用
し
た
木

造
２
階
建
て
の
分
署
庁
舎
（
延
床

面
積
６
６
２
・
１
１
㎡
）
と
倉
庫

棟
（
延
床
面
積
40
㎡
）
を
整
備
。

平
成
29
年
３
月
に
は
、
新
消
防
庁

舎
に
て
業
務
が
開
始
で
き
る
よ
う

に
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
、
白
鷹
町
中
央
公

民
館
周
辺
で
の
交
通
規
制
・
駐
車

規
制
の
ほ
か
、
大
型
の
建
設
機
械

や
資
機
材
の
搬
入
等
が
頻
繁
に
行

わ
れ
ま
す
。
皆
様
に
は
、
工
事
に

伴
う
騒
音
や
振
動
等
に
よ
り
ご
迷

惑
と
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問  

西
置
賜
行
政
組
合
消
防
本
部　

☎
88

－

１
２
１
２

（ の画 は て です。）

町からのお知らせ

●10　　 広報しらたか　2016. ７.12



■試験日及び会場　
【第１次試験】　９月18日（日）
　　　　　　　長井市立長井南中学校
【第２次試験】　10月中・下旬予定
■試験内容
【第１次試験】

▽上級行政職：教養試験（大学卒業程度）・専門試
　験（行政）・職場適応性検査・作文試験

▽上級専門職（土木）：教養試験（大学卒業程度）・
　専門試験（土木）・職場適応性検査・作文試験

▽保　健　師：教養試験（高校卒業程度）・専門試
　験（保健師）・職場適応性検査・作文試験

▽初級行政職：教養試験（高校卒業程度）・職場適
　応性検査・作文試験

▽初級専門職（土木）：教養試験（高校卒業程度）・
　専門試験（土木）・職場適応性検査・作文試験
【第２次試験】　面接試験　
■提出書類
①白鷹町職員採用試験申込書及び住民票抄本（本籍
　または国籍記載のもの）
②写真（３カ月以内に撮影したもので、タテ４cm
　×ヨコ３cm、無帽、上半身、正面）

■受験申込受付期間

　７月12日（火）～８月５日（金）

　※郵送の場合は８月５日（金）必着
■募集要項・受験申込書の配布
　募集要項及び受験申込書の入手方法は次のとおり
です。
①白鷹町役場で受け取る場合
　役場２階総務課において平日午前８時30分から
　午後５時15分までの時間に交付します。
②郵便で請求する場合
　120円切手を貼り宛先を明記した返信用封筒（角
　型２号）を同封のうえ、「白鷹町職員採用試験申 
　込用紙請求」と朱書きして総務課総務係まで送付
　してください。
③ホームページからダウンロードする場合
　町のホームページ（http://www.town.shirataka.
　lg.jp/）から入手してください。
※ホーム→仕事・産業→職員・臨時職員採用のペー
ジに掲載しています。
■応募先・問い合わせ
　〒９９２-０８９２ 白鷹町大字荒砥甲８３３番地
　総務課総務係　☎８５-６１２０

募 集 職 種 採用予定人員 受　験　資　格

行政
大

のい れかに する方

① ３ ４月２ から ７ ４月１ までに まれた方

② ７ ４月２ に まれた方で、 教 に る大 （

　大 を く） これと と られる を した方、または

　 29 ３月までに 見 みの方

（ ）
大

１ ３ ４月２ から ７ ４月１ までに まれた方

１
３ ４月２ から ７ ４月１ までに まれた方で、

の を する方、または 29 ３月までに を 見 み

の方

行政 ７ ４月２ から 11 ４月１ までに まれた方

※ただし、学校教育法による大学（短期大学を除く）及びこれと同等と

　認められる学校を卒業した方、または平成29年３月までに卒業見込

　みの方は受験できません。
（ ） １

平成 29年度採用 白鷹町職員募集

町からのお知らせ
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町からのお知らせ

　　　物を飼うことは、動物の命を預かるこ
　　　とです。飼い主は、動物が健康で快適
に暮らせるようにするとともに、社会や近隣
に迷惑を及ぼさないようにする責任がありま
す。人と動物が、ともに安心・安全に生きて
いける社会をつくるためには、飼い主のモラ
ルとマナーが必要です。

の を しく し、 まで

　をも て うこと

・正しい飼い方の知識をもちましょう

や の発 を すること

・フンの始末をすることは飼い主の責任です

・家の中で飼っている場合、脱出を防止しまし

　ょう。外出すると感染症にかかる危険や交通

　事故に遭う危険もあります。

やみに させないこと

・生まれてくる全ての命に責任をもちましょう

・むやみな繁殖を制限するために、去勢手術や

　避妊手術を行いましょう

に る の をもつこと

・動物と人の双方に感染する病気について、正

　しい知識をもちましょう。（狂犬病予防注射は

　年１回必ず受けましょう）

を らかにすること

・首輪や名札、マイクロチップなどをつけるこ

　とによって、迷子になった際の早期発見につ

　ながります。

い に て しい５か ペットの飼い主の皆さんへ
問  町民課くらし環境係　☎８５-６１３１

動

　　動物病院（獣医師）は、

　皆さんの良きパートナーです。

健康面はもちろん、飼い方につい

　ても分からないことは相談

　　　しましょう。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
の
医
療
費
が
高
額
に
な
る
と
見

込
ま
れ
る
場
合
、「
限
度
額
適
用
認

定
証
」（
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

は
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」）
を
医
療
機
関
等
の
窓

口
に
提
示
す
る
と
、
保
険
診
療
分
の

医
療
費
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

認
定
証
の
交
付
に
は
、
申
請
が
必

要
と
な
り
、
申
請
し
た
月
か
ら
有
効

と
な
り
ま
す
。交
付
を
受
け
た
方
は
、

忘
れ
ず
に
医
療
機
関
等
の
窓
口
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

□ 

国
民
健
康
保
険
の

 　

限
度
額
適
用
認
定
証
等
の
手
続
き
に
つ
い
て

●
対
象
者

①
70
歳
未
満
の
方

②
70
歳
〜
74
歳
の
町
民
税
非
課
税
世
帯

　

の
方

※
70
〜
74
歳
で
町
民
税
課
税
世
帯
の
方

　

は
、
認
定
証
の
交
付
を
受
け
な
く
て

　

も
支
払
い
は
一
定
の
限
度
額
ま
で
と

　

な
る
た
め
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
は
、
加
入

　

し
て
い
る
健
康
保
険
協
会
、
健
康
保

　

険
組
合
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

●
申
請
窓
口
　

　

役
場
１
階　

町
民
課
２
番
受
付

●
持
ち
物
　

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
・
印
鑑

※
平
成
28
年
度
の
町
民
税
非
課
税
世
帯

　

の
方
で
、
平
成
27
年
８
月
１
日
以
降

　

に
90
日
を
超
え
る
入
院
を
さ
れ
た
方

　

は
、
そ
の
領
収
書
等
（
入
院
日
数
が

　

わ
か
る
も
の
）
も
持
参
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

町
民
課
国
保
医
療
係
☎
85

－

６
１
３
０

　現在お持ちの認定証の有効期限は、平
成 28 年７月 31 日までとなっています。
８月以降も継続して入院される等で認定
証が必要な方は、更新の手続きをお願い
します。７月 31 日までに更新の手続き
をされた方には、８月上旬に郵送します。

すでに認定証の交付を受けている方へ
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〇介護保険３施設（介護老人施設、介護老人保健施設、
　介護療養型医療施設）やショートステイを利用する方
　の食費・部屋代について、低所得の方には負担軽減を
　行っています。
〇負担軽減判定の結果、利用者負担段階が第２段階とな
　るのは、合計所得金額と課税年金（老齢年金など）収
　入額の合計が80万円以下の方でしたが、平成28年８
　月から、新たに非課税年金（遺族年金と障害年金）の
　額も含め判定します。非課税年金を含めた収入が80
　万円を超える方については、利用者負担段階が２段階
　から３段階に変更になりますが、負担軽減を受けられ
　なくなるわけではありません。

（ 28 ８月 ）

１
① （ 分 している を ）が を課
　されていない方で を されている方
② を されている方

かつ、 が

で1,000 、

で2,000 の方
２

（ 分 している を ）が を課 さ
れていない方で合 課 入 課
入 の合 が 80 の方

３ （ 分 している を ）が を課 さ
れていない方で ２ の方

平成28年８月から
食費・部屋代の負担軽減の判定基準が変わります

介護保険のはなし　

利用するには申請が必要です！

① 課 で をします。

　 の に に した 課

　 の の をお いします。

②介 が 付

　されます。

③介 を

　して を します。

の は１ （８月
の７月）です。 な方は１

ごと きをしてください。

□ 

町
民
プ
ー
ル
を
一
般
開
放
し
ま
す

●
開
放
期
間

　

７
月
16
日
（
土
）
〜
７
月
18
日
（
月
・
祝
）

　

７
月
23
日
（
土
）
〜
８
月
18
日
（
木
）

※
７
月
25
日
（
月
）
は
午
前
中
の
み
、
７
月
26
日
（
火
）

　

・
27
日
（
水
）
は
午
後
の
み
開
放

※
７
月
28
日
（
木
）
は
休
み

●
利
用
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
は
施
錠
し
閉
場
し
ま
す
。）

※
８
月
13
日
（
土
）
は
午
後
３
時
ま
で
開
放
し
ま
す
。

※
白
鷹
中
水
泳
部
部
活
動
に
よ
り
、
コ
ー
ス
の
一
部
を
制

　

限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

①
プ
ー
ル
へ
は
、
白
鷹
中
体
育
館
北
側
か
ら
入
場
し
て
く

　

だ
さ
い
。

②
幼
児
が
利
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
保
護
者
が
付
き
添
っ

　

て
く
だ
さ
い
。

③
監
視
員
の
指
示
に
は
、
必
ず
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

④
入
水
前
に
準
備
運
動
を
十
分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
水
鉄
砲
な
ど
は
、
持
ち
込
み
を
禁
止
し
ま
す
。

⑥
ほ
か
の
人
の
迷
惑
に
な
る
行
為
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。

⑦
持
ち
物
の
管
理
は
、
自
己
責
任
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑧
自
転
車
に
は
カ
ギ
を
か
け
、
プ
ー
ル
わ
き
の
駐
輪
場
に

　

と
め
て
く
だ
さ
い
。

※
７
月
28
日
（
木
）
は
第
53
回
白
鷹
町
小
・
中
学
校
及
び

　

町
民
水
泳
大
会
が
開
催
さ
れ
る
た
め
、
終
日
、
一
般
開

　

放
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係　

☎
85

－

６
１
４
７

町からのお知らせ

【問い合わせ】健康福祉課介護保険係　☎８６-０２１３
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第 51回

白鷹若鮎マラソン大会

9/22 

■参加資格
・健康で、自分が希望する
　コースを完走できる方
・壮年男子の部は、平成28年９月22日現在
　で、満40歳以上の方
■参加料
　一　般………3,000円
（２キロの部は2,000円）
　高校生………2,000円
　小・中学生…1,000円
■申込締切
　払込票　８月１日（月）消印有効
　インターネット（RUNNET)
　　　　　８月１日（月）まで
　※ RUNNET「ゆずれーる」出走権譲渡成立
　　の場合は８月14日（日）まで

木
秋分の日

スタート／フィニッシュ

白鷹町立蚕桑小学校

■種　目

▽ハーフマラソン（制限時間２時間50分）
                     ①一般男子の部　②一般女子の部

▽10キロ　①高校の部　②一般男子の部　③一般女子の部

▽５キロ　①女子の部（高校生以上）②壮年男子の部

▽３キロ　①中学男子の部　②中学女子の部

▽２キロ　小学生以上
■表彰
・２キロ、３キロ、５キロの部は６位まで表彰
・10キロ及びハーフマラソンの部は、男女とも30歳未満、
30～39歳、40～49歳、50～59歳、60～69歳、70歳以上
の年齢区分ごと６位まで表彰

・２キロの部小学生は各学年男女６位まで表彰（１位はメ
　ダル授与）
※２キロの部一般の表彰は
　ありません。

【申し込みの問い合わせ】　

教育委員会生涯スポーツ係「白鷹若鮎マラソン大会実行委員会事務局」
☎８５-６１４７（直通）　FAX８５-２１８３

子さん さん

マラソンランナー /
スポーツコメンテーター

マラソンランナー /
ランニングアドバイザー

日本陸連公認コース（第8553号）

GUESTRUNNER　     ゲストランナー

参加ランナ
ー募集！

今年の秋、
　　走るなら白鷹。



児童福祉制度・手当についてのお知らせ
【詳しい手続・ご相談】健康福祉課子育て支援係　☎８６-０２１２

児童扶養手当

●児童扶養手当を受給できる方
18歳に達する年度末までの児童（心身に障がいがあ
る児童は20歳未満）を養育しているひとり親家庭
（配偶者が一定程度障がいの状態にある場合も含む）
の父母または養育者
※次の場合などは、対象になりません。
・養育者の所得が一定額以上の場合
・養育者、対象児童が公的な年金を受けることがで
　きる場合
・対象児童が児童福祉施設などに入所している場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■支給内容（４月、８月、11月の３期に分けて支給します。）

障害等級 １級 ２級

手当月額 51,500円 34,300円

■所得制限限度額

扶養親族
の数

本人の所得制限  配偶者 ・ 扶養義務者
（同居の直系血族および兄弟姉妹）  

 の所得制限全部支給 一部支給

０人 19万円 192万円 236万円

１人 57万円 230万円 274万円

２人 95万円 268万円 312万円

※扶養親族の数が３人以上のときは、 １人につき 38万円
を加えた額になります。

●一部支給停止措置について
手当を受けてから５年以上を経過した方（８歳未満の
児童を監護する方を除く）は、就労などの実績がない
場合、手当額が２分の１に減額されます。該当する方
には適用除外のための届書を送付していますので忘れ
ずに提出してください。
※次の場合は、減額対象になりません。
・あなたが働いているか、求職活動をしている場合
・あなたが身体上または精神上の障がいがある場合
・あなたが病気やケガで働くことができない場合
・あなたが子どもや親族を介護しなければならないため
　働くことができない場合　

●現況届の提出をお忘れなく
手当を受給している方は、毎年８月中に現況届の提出
が必要になります。後日、該当する方に必要書類を送
付しますが、現況届の提出がないと８月分以降の手当
を受けることができません。忘れずに、早めに提出く
ださい。

■支給内容（４月、８月、12月の３期に分けて支給します。）

の のとき のとき

１人目 月額 42,300円 月額 9,990～ 42,320円     

２人目 5,000円を加算

３人目以降 3,000円を加算

などでひとり にな ている方や、 に わ て子どもを している方に し、

の ・ の とともに、子どものすこやかな を て されます。

●特別児童扶養手当を受給できる方
20歳未満で精神または身体に障がいのある児童を養
育している父母または養育者。
※次の場合などは、対象になりません。
・対象児童が児童福祉施設などに入所している場合
・養育者の所得が一定額以上の場合

■所得制限限度額

の
本人の

 ・
（同居の直系血族および兄弟姉妹） 

 の

０人 459万６千円 628万７千円

１人 497万６千円 653万６千円

２人 535万６千円 674万９千円

※扶養親族の数が３人以上のときは、 １人につき 38万円
を加えた額になります。

●所得状況届の提出をお忘れなく
手当を受給している方は、毎年８月11日から９月10日
までの間に所得状況届の提出が必要になります。
後日、該当する方に必要書類を送付しますが、所得状
況届の提出がないと８月分以降の手当を受けることが
できません。忘れずに、早めに提出ください。

各届出は期間内に

忘れずに提出してね

特別児童扶養手当 は、 または に がいのある の

のた に されます。
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　白鷹町と姉妹都市の新潟県栃尾地区が交流を深
め、発展に寄与することを目的としたグラウンドゴ
ルフ大会は６月４日、栃尾おりなす芝広場で開催さ
れました。
　この日は白鷹町から16人、総勢104人が参加。
競技中は「ナイスイン！」「おしい！」などと声が
飛び交い、参加者は和やかな雰囲気で交流を楽しみ
ました。また、競技後の懇親会では互いの健闘をた
たえ合うとともに、最後に「1年後にまた会いましょ
う」と全員で “栃尾音頭”を踊り、有意義な交歓の
場を締めくくりました。

真っ赤でおいしくなるように
りんご摘果作業体験
　６月15日、鮎貝小学校の３年生 26人が学校近
くのりんご畑でりんごの摘果作業を体験しました。
　ほぼ全員が摘果作業をするのは初めてということ
でしたが、摘果をする理由とやり方を教わった児童
たちは、実の大きさを見極めながら手際よく作業を
行いました。また、摘み取った小さな実をかじって
みた児童は「しぶい」と顔をしかめていました。
　児童たちは今後、りんごに真っ赤な色がつくよう
に９月に葉摘み体験行い、11月においしいりんご
を収穫する予定です。

　町土地改良区の主催による花の植栽活動が、６月
10日にさくらの保育園で、６月16日にひがしね
保育園で行われました。
　ひがしね保育園では、年長児 23人と年中児 21
人が、自分の名前の書かれたシールをプランターに
張り、一人３株ずつのマリーゴールドを優しくてい
ねいに植えました。園児たちからは「楽しかった！」
「またお花を植えたい！」と感想が聞かれ、これか
ら毎日欠かさず花に水をあげることを、土地改良区
の皆さんと約束しました。

花を植えて笑顔満開
保育園で植栽活動

第４回白鷹・栃尾友好グラウンドゴルフ交歓大会
地域を越えたつながりをいつまでも

●16　　 広報しらたか　2016. ７.12



白鷹自慢のトマトをＰＲ
しらたかレッド「とまと祭り」

　どりいむ農園では６月 25 日と 26日の２日間、
しらたかレッド「とまと祭り」が開催されました。
　これは「シラタカレッド」の一つである町自慢の
トマトを、より多くの方に知ってもらうことを目的
に開かれたもの。会場では、数種類のトマトやトマ
トの加工品が販売されたほか、トマトすくいや重さ
当てなどが行われ、多くの人で賑わいました。イベ
ントの開催にあたり、どりいむ農園の大沼雅裕店長
は「どの自治体よりも早く、トマトをＰＲできるこ
とをやろうと思った」「“白鷹町と言えばトマト”と
いう印象を持っていただけるように、今後も工夫し
ながら続けていきたい」と話しました。

　６月 26日、深山地区ののどか村を会場に「のど
か村まつり」が開催されました。
　２年ぶりの開催となった今年は、陶芸や和紙漉き
といった恒例の工芸体験に加え、山形大学の学生に
よるサイエンス教室を実施。科学の不思議な体験に、
会場からは「なんで？」「たまげた！」などと声が
上がりました。また、今回もお昼時には青竹の流し
そうめんが登場。そうめんとともに深山で採れたサ
クランボが涼しげに流れ、来場者は「冷たくておい
しい」と、笑顔で次々にはしを伸ばしました。

　町土地改良区は６月 29日、地域に対する奉仕活
動を自発的に行い、地域貢献することを目的とした
ボランティア活動を行いました。
　第１回目のこの日は、役員及び職員16人が国道
287号周辺と隣接する土地改良区水路周辺でゴミ・
空き缶拾いを実施。約１時間の作業でゴミ袋はいっ
ぱいになり、職員は「水路などの見えにくいところ
に、意外とゴミが多かった」と話しました。このボ
ランティア活動は、土地改良区の推進活動として今
後も続けられる予定です。

土地改良区役職員による推進活動
自発的な活動で地域貢献を

２年ぶりに復活
の～んびり！いきいき！のどか村まつり
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地域包括支援センター ℡86-0112

の しい ・ 発のた 、

を しています。

でもなりうる がある 、 分の

た にも家 のた にも んでみませんか

認知症サポーター
養 成 講 座

認知症の方やご家族をはじめ地域の方など、誰
もが気軽に参加できます。皆さんと語り合った
り、認知症について理解を深める場として認知
症カフェを開催しています。

▼  日時　７月 27日（水）午後２時～３時 30分

▼  場所　ちょぼらの家（白鷹町大字荒砥甲 373-8）
※費用は無料で、申し込みもいりません。

のどかカフェに来てみませんか？

認知症サポーターとは？
「認知症サポーター養成講座」を受けた人が「認知症サポーター」
です。なにか特別なことをするのではなく、認知症を正しく理解
し、認知症の人や家族を温かく見守る応援者のことです。
例えば…友人や家族等周りの人に学んだ知識を伝える／認知

症になった人や家族の気持ちを理解するよう努める／認知症

の方で困っている様子が見えたら声をかける／認知症に関し

ての行事があれば、積極的に参加する　など

認知症サポーター養成講座を受けるには？
●開催予定の1か月前まで地域包括支援センターにお申
　し込みください。
●認知症に関心のある方の集まり、皆さんが主催する催
　し等に講師が出向きます。
●1時間30分程度で、費用は無料です。

されると の 、 をお しします。
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な
真
紅
の
装
い
申
年
だ
っ
け　
　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　町報川柳　― 紅 ―　　 

次回「太」七月二十五日まで。　「大」八月二十五日まで。
白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

　

平
成
28
年
度
の
教
育
目
標
の
最
初

に
掲
げ
、
目
指
す
人
間
像
を
最
も
シ

ン
プ
ル
に
表
現
し
て
い
る
の
が
、「
自

己
実
現
を
目
指
す
自
立
し
た
人
間
を

育
成
す
る
」
で
す
。

　

近
年
、
荒
高
の
部
活
動
は
と
て
も

活
発
に
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
今
年

度
も
地
区
総
体
で
の
躍
進
が
あ
り
ま

し
た
。
特
に
、
テ
ニ
ス
男
子
ダ
ブ
ル

ス
が
強
豪
ペ
ア
を
下
し
な
が
ら
ベ
ス

ト
８
の
成
績
を
残
し
た
こ
と
な
ど
は

今
後
の
学
校
生
活
、
後
輩
の
目
標

　

部
活
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
っ
て
い

る
「
荒
高
ト
リ
プ
ル
Ｃ
（
図
１
）
」
は
、

教
育
目
標
の
一
番
目
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
の
で
、
卒
業
後
、
社
会
人
や

学
生
の
生
活
に
も
生
き
る
言
葉
で
す
。

　

総
合
学
科
４
期
生
と
な
る
現
１
年
生

も
大
変
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
教
育

課
程
も
新
し
く
な
り
、
平
成
28
年
度
生

徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
『

t
p
 
t
o
 

t
h

 
u
t
u
r

』
・
前
進
…
新
た
な
未
来

に
向
か
っ
て
前
進
す
る
荒
高
生
／
・
善

心
…
常
に
思
い
や
り
を
持
っ
て
地
域
に

貢
献
す
る
荒
高
生
を
、
先
輩
と
と
も
に

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

欠
席
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
１
年
生
の
職

員
室
入
室
時
「
失
礼
し
ま
す
。
１
年
○

組
、
□
□
で
す
。
△
△
先
生
に
用
事
が

あ
っ
て
来
ま
し
た
」
は
と
て
も
清
々
し

く
感
じ
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で

す
が
、
こ
の
声
に
日
々
善
心
を
感
じ
、

荒
高
の
前
進
を
予
感
さ
せ
る
も
の
を
強

く
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
こ
の
荒
高

ト
リ
プ
ル
Ｃ
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

荒高掲示板 

部活動スローガン
― 荒高ＣＣＣ ―

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

な
ど
に
さ
ま
ざ
ま
な
勇
気
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
年
度

の
初
め
に
新
し
い
部
活
動
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
こ
と
も

大
き
く
良
い
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

町
か
ら
施
設
利
用
な
ど
多
大

な
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
い
て

い
る
事
実
も
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

「 」
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白
鷹
町
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

４
月
20
日
よ
り
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
着
任
し
ま
し
た
、
澤
邊
聖
で
す
。

東
京
都
の
墨
田
区
出
身
の
25
歳
。
今

ま
で
は
、
無
機
質
な
高
い
ビ
ル
に
囲

ま
れ
な
が
ら
７
年
弱
、
主
に
接
客
業

や
営
業
職
に
務
め
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
白
鷹
町
観
光
協
会
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は
主
に

白
鷹
町
の
Ｐ
Ｒ
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
運

営
、
企
画
で
す
。
写
真
を
撮
っ
て
、

観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ

た
り
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
記
事
を

ア
ッ
プ
し
て
い
る
の
は
、
実
は
私
で

す
！
突
然
取
材
に
伺
う
事
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
際
は
ぜ
ひ

温
か
く
迎
え
入
れ
て
や
っ
て
く
だ
さ

い
。
喜
び
ま
す
（
私
が
）。

　

あ
と
は
、サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
で
、

町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
「
Ｆ
Ｃ
ホ
ー

ク
ス
」
で
コ
ー
チ
を
や
ら
さ
せ
て
も

ら
っ
て
ま
す
。
月
、
木
、
金
で
練
習

し
て
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
の
方
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
（
笑
）。

　

地
域
お
こ
し
に
つ
い
て
は
、
地
域

だ
け
で
な
く
町
全
体
で
盛
り
上
げ
る

こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
ま
す
。
今

は
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
な
の

で
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
い
た
だ
け

る
と
大
変
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

日
々
勉
強
し
、
白
鷹
町
を
よ
り
一

層
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
、
視
野
を

広
げ
て
町
全
体
を
見
な
が
ら
情
報
発

信
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「東京からやってきました。
　　　　　　　地域おこし協力隊の澤

さわべ  さとし

邊聖です！」

第５回
地域おこし協力隊通信

地域おこし協力隊とは…
　町が意欲ある都市住民を
受け入れ委嘱し、地域行事
の応援、住民の生活支援と
いった「地域協力活動」に
従事してもらいながら、地
域活性化を目指すものです。

■一般男子の部
１位　　蚕　桑
２位　　十　王
３位　　鮎　貝
■一般女子の部
１位　　蚕　桑
２位　　鮎　貝
３位　　東　根
■壮年の部
１位　　蚕　桑
２位　　鮎貝Ｂ
３位　　荒　砥
３位　　十　王
■総合成績
１位　　蚕　桑　21 点
２位　　鮎　貝　14 点
３位　　十　王　９点

第
31
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

６
月
20
日
〜
22
日
／
白
鷹
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

各種大会等の結果

　

八
王
子
市
在
住
の
八
木
重
子
様

よ
り
、絵
画
「
絹
の
道
」（
一
０
０

号
）
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

八
王
子
と
横
浜
を
結
ぶ
「
絹
の

道
」。
そ
の
「
絹
の
道
」
を
、
画

家
の
村
田
酉
市
さ
ん（
八
王
子
市
）

が
描
い
た
も
の
で
す
。
か
つ
て
は

養
蚕
の
町
で
、
現
在
も
織
元
が
残

る
白
鷹
町
の
こ
と
を
知
り
「
ぜ
ひ

町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
」
と
八
木
様
。
あ
わ
せ
て
石

井
美
千
子
さ
ん
の
人
形
「
昭
和
の

こ
ど
も
た
ち
」
の
写
真
パ
ネ
ル

（
一
０
０
号
相
当
）
も
10
枚
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
作
品
は
今
後
、
町

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
ー
む
に

展
示
す
る
予
定
で
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

人 「 の子どもた 」
画「 の 」

山 、おも
てなし 白鷹町 にて

絵
画
及
び
写
真
パ
ネ
ル
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
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■町長の動静・交際費に関する問い合わせ　総務課総務係　☎８５-６１２０

町長交際費町長の主な動静 ６月 ６月
月　日 行　　事　　名

6月 1日

定例課長会

あゆみの園認知症専門棟起工式

議会運営委員会

6月 2日 山形県水源林造林協議会通常総会

6月 3日 山形おきたま観光協議会総会

6月 4日 消防用緊急車両引渡し式

6月 5日 春季消防演習

6月 6日 体育協会表彰式及び評議員会

6月 7日
白鷹町議会第 3 回定例会 ・ 本会議

まちづくり複合施設等整備特別委員会

6月 8日 白鷹町農業再生協議会総会

6月 9日 総務厚生常任委員会

6月 10日 産建文教常任委員会

6月 11日 白鷹町青年建設班 （拓心会） 50 周年記念の祝う会

6月 13日 キリンビール一番搾り山形づくり仕込式 （宮城県）

6月 14日

議会運営委員会

全員協議会

第 3 回白鷹町議会定例会 （8 日目 ・ 本会議）

6月 15日
森林 ・ 林業 ・ 林産業活性化推進研修会

白鷹ライオンズクラブ最終例会

6月 16日 白鷹町戦没者追悼式

6月 17日

西置賜行政組合議会臨時会

西置賜行政組合議会懇談会

長井西置賜建設業組合町長と語る会

月　日 行　　事　　名
6月 18日 桶川市紅花まつり （埼玉県）

6月 20日 参議院議員岸宏一先生に感謝する会

6月 21日 町重要事業要望

6月 24日 掛川第六師団長を囲む夕べ

6月 25日 仙台しらたか会総会 （宮城県）

6月 26日

ふるさと森林公園パークゴルフ場整備事業竣工式

第 11 回白鷹町長杯パークゴルフ親睦大会

白鷹町消防団操法大会

6月 27日

産建文教常任委員協議会

総務厚生常任委員協議会

議会運営委員会

第 4 回白鷹町議会臨時会

全員協議会

荒砥高校をサポートする会役員会

置賜総合支庁とのまちづくり懇談会

6月 28日
白鷹町交通安全対策協議会総会

若鮎マラソン大会実行委員会

6月 29日

消防署白鷹分署庁舎建設工事安全祈願

山形鉄道㈱経営改善推進委員会

山形鉄道㈱取締役会

山形鉄道㈱定時株主総会

観光交流大使との交流会

6月 30日
観光交流大使委嘱書交付式

置賜広域行政事務組合理事会

愛真こども園

　遠足で米沢に行き、プラネタリュウムを見ました。天

井がだんだん暗くなり、星が一つ、二つ……と見えてく

ると「すごい！」「きれい！」と歓声があがりました。真っ

暗な夜空に、たくさんの星が輝く素敵な世界に引き込ま

れ感動していた子どもたちです。

「プラネタリュウムうちゅうにあるほしみつけたよ」

「ひかってるてんじょうにほしだプラネタリュウム」

「プラネタリュウムおへやがほんとのよぞらだね」

子ども俳句「プラネタリュウム」

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容

6月 1日
香典 5,000　

元白鷹町社会福祉協議会
事務局長弔慰金

御祝 3,300　 あゆみの園新棟竣工式

6月 8日 香典 10,000　 職員ご親族弔慰金

6月 9日 御祝 10,000　
白鷹町青年建設班 （拓心
会） 50 周年記念

6月 15日
御祝 3,000　 白鷹ライオンズクラブ最終例会

香典 10,000　 元衆議院議員弔慰金

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容
6月 17日 香典 10,000　 元職員弔慰金

6月 20日 香典 10,000　 白鷹町学校校歌作曲者弔慰金

6月 28日 御祝 5,000　
水頭地域ため池総合整備事
業安全祈願祭 ・ 竣工祝賀会

6月 30日 御祝 3,000　 四季の郷駅夏の感謝祭

計 69,300　
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第２次白鷹町健康増進計画 元気ニコニコしらたか21

vol.38The 2cond Shirataka town Health promotion plan

ＧＥＮＫＩＮＩＫＯＮＩＫＯＳＨＩＲＡＴＡＫＡ 21
い合わせ 課 　 ２

、人 を した方を に

を しています。 では、 の見

方、 のた の食 と についてお

えします。 は 分の の を す大切

なものです。 に して を し、

を見 して くりに かしましょう。

に した方に

のご をしています。さらに、 、 （

）が 域でも、 、 、 で がみら

れた方に、にこにこ のご をしています。

ど らも と に し、 の方

には、個 にご しています。この にぜひご

ください。

くりのた の 教 を行 ています。

には を かす が りも大切で

す。さらに、 は、 の に

です。 くりのた 、ぜひご ください。

が、地 ごとの 課 と についてお

らせし、 に 、 を行います。

を した 40 の方で、 、 、

で がみられた方に のご をしていま

す。 では、 り、 にならない

た に今、 ができるか についてわかりやすくお

しいただく です。 の方には、個 にご

いたします。

　健診結果説明会

　特定保健指導、にこにこ健康講座

　各地区健康教室

　らくらくスマイル教室

　生活習慣病予防講座

※各事業の日程は、町報おしらせ版、元気ニコニコ推進カレンダーをご覧ください。

＋ 健診結果説明会日程

８月４ （ ）

８月29 （月） 地

９月６ （ ） 地

９月30 （ ） 野 れあい

10月６ （ ）

11月７ （月）

11月29 （ ） 地

12月15 （ ）

１月24 （ ）

は、 に のご をご く

ださい。

●　各教室で、生活習慣改善のポイントをお伝えし

　ています。健診結果説明会、その他の教室に参

　加し、良い生活習慣を継続していきましょう！

　皆さんの参加をお待ちしております。

● すべての事業が健紅マイレージでポイントの対

　象になりますので、合わせてご参加ください。

　平成 26 年度の町の特定健診結果から、受診者の６割が血圧、５割が血糖で基準を超え、脂質に至っては、

中でも悪玉コレステロールが高い方が７割以上みられることがわかりました。血圧、脂質、血糖の異常は動

脈硬化の原因となり、進行すると、心筋梗塞、脳卒中、糖尿病を発症する可能性があります。さらに、動脈

硬化は、自覚症状のないまま進行し、いつの間にか重症化していることも考えられます。そのため、今回は、

早い時期から生活習慣病を予防するために役立てていただきたい今年度事業についてお知らせいたします。

    皆さんは健診結果をどのように活用していますか？
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平成 28年度
“明るいやまがた”夏の安全県民運動
夏は長期休暇、レジャー、暑さによる気のゆるみや疲労などから交通事故や水
の事故等が多くなり、また、青少年の非行や身近な犯罪等も多くなる傾向です。
気を引き締めて「安全で安心な毎日」を心がけましょう。

＜薬物相談窓口＞

に する や り

ごとなど、ご ください。

　☎ 0238-22-3872
　

　　　　　　　☎ 023-624-1217
本 　☎ 023-635-1074

企画課　

　　　　　　　☎ 023-630-2332

運動の重点

実施期間　７月 19日（火）～８月 18日（木）

町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

危
険
ド
ラ
ッ
グ
と
は
…

　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
、
麻
薬
や
覚

醒
剤
と
同
様
、
ま
た
は
そ
れ
以
上

の
有
害
性
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

健
康
被
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

法
律
の
規
制
を
抜
け
て
売
ら
れ
て

い
る
と
て
も
危
険
な
薬
物
で
す
。

使
う
と
ど
う
な
る
か
…

　

意
識
が
も
う
ろ
う
と
し
た
り
、

呼
吸
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
し
て

命
に
か
か
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
実
際
に
死
亡
事
故
や
意
識
障

害
に
よ
る
交
通
事
故
も
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

危険ドラッグは、「買わない！使わない！かかわらない！」
～6月 26 日から 7月 25 日は山形県危険ドラッグ撲滅運動強化月間です～

青少年の健全育成といじめ・非行防止
～みんなで育む人間性・社会性豊かな青少年～

○あいさつ・見守り運動

　～子どもを家庭・地域で育てよう！

○モラル・マナーの向上運動

　～大人が子どもの手本となろう！

○子どもを事故、犯罪等から守る運動

　～子どもの安全を地域社会全体で守ろう！

身近な犯罪等の防止
～みんなでつくろう安全・安心の街～

◎家族旅行、夏祭り、買い物など外出の機会が多く犯罪の被害にあ

　わないように注意しましょう。

○戸締りしっかりカギかけて。

○自宅に多額の現金を置かないようにしましょう。

○車から離れるときは「キー抜き・ドアロック」し、カバンや貴重

　品は置かないようにしましょう。

○地域ぐるみで犯罪を防止し、安全で住み良い地域にしましょう。

子どもと高齢者の交通事故防止・飲酒運転の撲滅
～人も車も自転車も、しっかり止まって、はっきり確認～

○前をよく見て運転集中！歩行者を守ろう

○しっかり止まって　はっきり確認 

○全員で着用シートベルト　チャイルドシート

○飲酒運転を「しない　させない　許さない」

海・山・川での事故防止
～安全で楽しい夏休み～

○子どもの遊泳には、保護者等の

　監視を怠らないようにしましょ

　う。

○登山や釣りは、体調に注意し無

　理のない安全な計画で行おう。

○危険な場所で遊んでいる子ども

　等には、みんなで注意し合おう。

ＳＴＯＰ
！
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こ
ぶ
し
の
家
夏
ま
つ
り

▼
い
つ　

８
月
６
日
（
土
）

　

午
後
３
時
〜
６
時

▼
ど
こ
で　

こ
ぶ
し
の
家
（
雨
天
時

は
交
流
ホ
ー
ル
）

▼
出
演　

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
『
マ

ル
ベ
リ
ー
ズ
』、
加
藤
マ
チ
ャ
ア
キ
、

よ
さ
こ
い
白
鷹
櫻
鷹
會

▼
売
店　

焼
き
そ
ば
、
焼
き
鳥
、
こ

ん
に
ゃ
く
、
か
き
氷
、
生
ビ
ー
ル
、

ジ
ュ
ー
ス
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等

▼
こ
ぶ
し
の
家
の
作
品
販
売　

は
が

き
、
わ
り
ば
し
、
の
し
袋
、
箸
置
き
、

手
織
り
製
品
等

※
夏
祭
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
だ

さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
当
日
は
施
設
開
放
日
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
町
内
及
び
近
隣
地
域
の
在

宅
障
が
い
者
（
児
）
の
方
々
、
ど
な

た
で
も
お
い
で
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

こ
ぶ
し
の
家　

竹
田　

☎
85

－

５
６
６
０

　

第
21
回
白
鷹
陽
光
学
園
夏
祭
り

▼
い
つ　

７
月
30
日
（
土
）

　

午
後
６
時
〜
８
時
15
分

※
大
花
火
大
会
は
午
後
７
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

白
鷹
陽
光
学
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
雨
天
の
場
合
は
学
園
体
育
館

・
大
花
火
大
会
は
翌
日
）

▼
内
容　

模
擬
店
・
大
花
火
大
会
・

井
上
千
春
歌
謡
シ
ョ
ー　

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
陽
光
学
園
夏

祭
り
行
事
係　

金
田

☎
85

－

３
０
３
０

　

２
０
１
６
　

ワ
ン
デ
ー

　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
イ
ブVol.5

▼
い
つ　

７
月
17
日
（
日
）

　

午
後
４
時
開
場
／
４
時
30
分
開
演

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー　

あ
ゆ
ー
む

▼
入
場
料　

・
大
人　
　

２
５
０
０
円

・
中
高
生　

１
５
０
０
円

▼
出
演　

山
形
＆
東
京D

an-Vo

フ

ァ
ミ
リ
ー
＆
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

▼
ゲ
ス
ト　

平
ヒ
ロ
ミ
（
ヴ
ォ
ー

カ
ル
／
横
田
尻
出
身
）、
宇
野
佳
子

（
ピ
ア
ノ
）、
田
中
洋
平
（
ベ
ー
ス
）、

武
田
剛
（
ド
ラ
ム
ス
）

※
ゲ
ス
ト
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

は
午
後
５
時
45
分
開
始
予
定
で
す
。

■
チ
ケ
ッ
ト
・
問
い
合
わ
せ

ワ
ン
デ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
実

行
委
員
会　

小
野
（
☎
０
８
０

－

１

８
０
３

－

６
３
５
２
）・
平
（
☎
０

８
０

－

３
１
２
６

－

４
９
７
０
）

D
an-Vo

長
井
（
長
井
市
ま
ま
の
上

２

－

26
）

［
メ
ー
ル
］danvony@

gm
ail.com

　
　

置
賜
医
師
会
１
０
０
回
開
催
　
　

　

記
念
事
業

▼
い
つ　

７
月
23
日
（
土
）

　

午
後
４
時
30
分
開
演
／
４
時
開
場

▼
ど
こ
で　

南
陽
市
文
化
会
館　

大

ホ
ー
ル

▼
内
容　

ケ
ー
シ
ー
高
峰
の
「
笑
い

と
健
康
」
講
演
会
（
入
場
無
料
）

▼
定
員　

先
着
１
０
０
０
名

■
問
い
合
わ
せ　

南
陽
市
東
置
賜
郡

医
師
会　

☎
０
２
３
８

－

43

－

４
４
１
４

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

《
神
明
ア
パ
ー
ト
》

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝
２
４

６
８

－

１
０　

▼
募
集
戸
数　

２
戸
（
一
般
用
）

▼
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
８
＋
６
＋
４

・
５
畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

▼
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

万
８
５
０
０
円
〜
３
万
６
４
０
０
円

▼
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

▼
入
居
資
格　

住
宅
困
窮
者
で
、
入

居
世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅
法
の
基

準
以
下
で
、
同
居
す
る
親
族
が
い
る

方
及
び
暴
力
団
関
係
者
で
は
な
い
方

▼
入
居
可
能
日　

８
月
下
旬

▼
募
集
期
間　

７
月
12
日
（
火
）
〜

７
月
25
日
（
月
）
ま
で

▼
申
込
方
法　

平
成
27
年
分
の
源
泉

徴
収
票
の
写
し
、
平
成
28
年
度
所
得

証
明
書
な
ど
入
居
者
全
員
の
所
得
の

わ
か
る
も
の
及
び
住
民
票
謄
本
、
個

人
番
号
が
確
認
で
き
る
書
類
が
必
要

と
な
り
ま
す
。（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
導
入
に
よ
り
、
申
込
者
の
要
件
に

よ
り
提
出
書
類
が
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。）
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管
理

係　

☎
85

－

６
１
４
０

催
　
し   nformation

　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

　白鷹町役場　☎８５-２１１１

募
　
集

広 

告
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イ
、
背
泳
ぎ

◇
小
学
生
５
・
６
年
の
部
（
男
・
女
）

50
ｍ
・
１
０
０
ｍ
自
由
形
、
平
泳
ぎ
、

バ
タ
フ
ラ
イ
、
背
泳
ぎ
、
１
０
０
ｍ

個
人
メ
ド
レ
ー

団
体
の
部
（
学
校
対
抗
）
…
学
校
別

に
男
女
と
も
１
チ
ー
ム
ず
つ

２
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
、
メ
ド
レ

ー
リ
レ
ー
（
１
人
50
ｍ
）

◇
中
学
生
（
男
・
女
）

　

第
53
回
白
鷹
町
民
水
泳
大
会

　

参
加
者
募
集

▼
い
つ　

7
月
28
日
（
木
）

　

午
前
８
時
45
分
開
会
式

　

午
前
９
時
15
分
競
技
開
始

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
民
プ
ー
ル

▼
種
目

◇
小
学
生
３
・
４
年
の
部
（
男
・
女
）

50
ｍ
自
由
形
、
平
泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ

50
ｍ
・
１
０
０
ｍ
自
由
形
、
平
泳
ぎ
、

バ
タ
フ
ラ
イ
、
背
泳
ぎ
、
１
０
０
ｍ

個
人
メ
ド
レ
ー

団
体
の
部
（
学
校
対
抗
）

２
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
、
メ
ド
レ

ー
リ
レ
ー

◇
高
校
（
男
・
女
）

50
ｍ
・
１
０
０
ｍ
自
由
形
、
平
泳
ぎ
、

バ
タ
フ
ラ
イ
、
背
泳
ぎ
、
２
０
０
ｍ

個
人
メ
ド
レ
ー
、
フ
リ
ー
リ
レ
ー
、

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

◇
一
般

50
ｍ
・
１
０
０
ｍ
自
由
形
、
平
泳
ぎ
、

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
、
背
泳
ぎ
、
１
０

０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
、
２
０
０
ｍ
フ

リ
ー
リ
レ
ー
、
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

▼
申
し
込
み　

７
月
14
日
（
木
）
午

後
１
時
必
着
、教
育
委
員
会
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
係
ま
で
。

※
小
中
学
生
は
学
校
ご
と
に
ま
と
め

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
高
校
・
一
般
に
つ
い
て
は
、
教
育

委
員
会
に
申
込
書
を
備
え
て
あ
り
ま

す
。

※
当
日
は
駐
車
場
が
大
変
混
み
合
い

ま
す
の
で
、
乗
り
合
わ
せ
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
係　

☎
85

－

６
１
４
７

看護師・准看護師・作業療法士・精神保健福祉士 募集

お問い合わせ：   川記念病院 人事担当までお電話ください 0238-87-8000

医 療 法 人 杏 山 会

川記念病院

小児科・内科・精神科

児童精神科・老年精神科

神経内科・リハビリテーション科

○ 川記念病院では、看護師さん、准看護師さん、
作業療法士さん、精神保健福祉士さんを募集しています

○ 准看護師の資格をお持ちの方で看護師を目指している方や
看護学校及び准看護師学校へ入学希望の方、
当病院の修学資金制度を利用してみませんか

広 

告
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専
修
学
校
「
校
歌
」
制
定
委
員
会
事

務
局　

☎
85

－

２
０
８
１

　
　

自
衛
官
等
採
用
説
明
会

　
　

参
加
者
募
集

▼
募
集
種
目
及
び
応
募
資
格

①
自
衛
官
候
補
生
、
一
般
曹
候
補
生

…
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

②
航
空
学
生
…
高
校
卒
業
以
上
で
18

歳
以
上
21
歳
未
満
の
男
女

▼
受
付
期
間

・
自
衛
官
候
補
生　

随
時
受
付

・
一
般
曹
候
補
生
／
航
空
学
生

　

９
月
８
日
（
木
）
ま
で

▼
試
験
日　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

【
採
用
説
明
会
】

▼
い
つ

・
７
月
24
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分

　

〜
11
時
30
分

・
８
月
６
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

　

〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
第
１
・
２

研
修
室

※
予
約
不
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
米
沢
地
域

事
務
所
（
米
沢
市
金
池
三
丁
目
１

－

39
）
☎
０
２
３
８

－

23

－

０
０
１
１

　

白
鷹
高
等
専
修
学
校

  「
校
歌
の
歌
詞
」を
募
集
し
ま
す

　

白
鷹
高
等
専
修
学
校
に
ふ
さ
わ
し

く
、
生
徒
た
ち
の
夢
や
希
望
が
感
じ

ら
れ
、
地
域
性
が
感
じ
ら
れ
る
歌
詞

を
公
募
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

９
月
30
日（
金
）ま
で

※
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、
詳

し
い
募
集
要
領
な
ら
び
に
学
校
要
覧

を
郵
送
し
ま
す
。

※
採
用
さ
れ
た
方
に
は
謝
礼
を
贈
呈

し
ま
す
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
９
９
２

－

０
７
７
１　

白
鷹
町
大

字
鮎
貝
３
４
４
６
番
地　

白
鷹
高
等

広 

告

　 　

７月19 （ ） 鷹山地

７月20 （水） 地

７月25 （月） 地

７月26 （ ） 地

７月29 （ ） 地

８月19 （ ） 地

※時間はいずれも午後７時 30分～９時まで

※お住まいの地区以外の会場に参加していただ

　いても結構です。

まちづくり座談会のお知らせ

　下記の日程でまちづくり座談会を開催します。
男女年齢問わず、お気軽に参加いただけますので、
地域の課題や町政全般について、ぜひ皆さんのご
意見をお聞かせください。申し込みは不要です。

放射性ヨウ素 放射性セシウム

ひがしね保育園 不検出 不検出

さ く らの保育園 不検出 不検出

愛真こども園 不検出 不検出

よつばこども園 不検出 不検出

●期間　６月23日（木）～ 29日（水）
●測定限界　０．５２～１．１Bq（ﾍﾞｸﾚﾙ）/kg

■問い合わせ
　健康福祉課子育て支援係   ☎８６-０２１２

保育園・こども園給食放射性物質検査結果

参加者募集

問　企画政策課情報係　☎８６-６１２１

　

「
や
ま
が
た
緑
環
境
税
」

　
　

県
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

▼
い
つ　

７
月
24
日
（
日
）

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

伝
国
の
杜　

大
会
議
室

▼
説
明
内
容　

「
や
ま
が
た
緑
環
境

税
」
活
用
事
業
の
実
績
、「
や
ま
が
た

緑
環
境
税
」
の
今
後
の
方
向
性

▼
申
し
込
み　

不
要
（
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。）

▼
主
催　

山
形
県
〈
み
ど
り
自
然
課

・
林
業
振
興
課
〉

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
環
境
エ
ネ

ル
ギ
ー
部
み
ど
り
自
然
課　

伊
藤

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
２
０
７

《
婚
活
応
援
室
》

　
　○

７
月
の
開
催
日　
　
　
　
　

　

７
月
20
日
（
水
）

　

午
後
４
時
〜
８
時

○
８
月
の
開
催
日

　

８
月
17
日
（
水
）

　

午
後
４
時
〜
８
時

▼
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
相
談
室

▼
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

子
育
て
支
援
係

☎
86

－

０
２
１
２

お
し
ら
せ

●26　　 広報しらたか　2016. ７.12



●27　　 広報しらたか　2016. ７.12



▼
い
　
つ
　

①
８
月
19
日
（
金
）

　
午
後
6
時
30
分
〜
８
時
30
分

②
８
月
２０
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
ど
こ
で
　
文
化
伝
承
室

▼
講
　
師
　
金
田
利
之
さ
ん

▼
対
　
象
　
小
学
生
以
上

▼
定
　
員
　
各
回
20
人

▼
参
加
料
　

　
高
校
生
以
下
　
　   

1
5
0
0
円

　
大
人
　
　
　
　
　   

１
８
０
０
円

  

（
１
人
１
個
・
粘
土
1
kg  

）

▼
申
し
込
み
　
あ
ゆ
ー
む
ま
で

▼
締
　
切
　
８
月
1４
日
（
日
）

　
午
後
5
時

　
毎
年
恒
例
、
通
算
７
回
目
の
イ

ベ
ン
ト
。
15
㎝
程
の
焼
き
物
で
外

枠
を
作
り
、
ロ
ウ
ソ
ク
を
入
れ
て

中
か
ら
光
が
も
れ
て
く
る
よ
う
な

ミ
ニ
灯
籠
で
す
。
作
っ
た
作
品
は
、

後
日
「
ゆ
ら
め
き
音
楽
会
」
で
展

示
・
点
灯
予
定
。
館
内
で
展
覧
会

を
行
っ
た
後
に
お
渡
し
し
ま
す
。

TEL. 85-9071   FAX. 85-9072
E-mail.  shirataka@ayu-m.jp
URL.  http://www.ayu-m.jp/

vol.
82
vol.
82

開館時間

あゆーむ

午前９時～午後７時※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

８月までの休館日
7/19（火）・25（月）
8/1（月）・8（月）・15（月）・22（月）・29（月）

 ▼ 昨年の参加者作品。
　  ろうそくを入れると、
 　 目が光る　

● 

第
33
回

▼
い
　
つ
　
7
月
31
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
よ
り

▼
ど
こ
で
　
ホ
ー
ル

▼
会
　
費
　
5
0
0
円

　
　
　
　  

（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

▼
定
　
員
　
80
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

▼
申
し
込
み
　
あ
ゆ
ー
む
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

深
山
焼
ミ
ニ
灯
籠
を

　   

つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

夏
休
み
特
別
授
業

▼
い
　
つ
　
8
月
3
日
（
水
）

　
午
前
9
時
〜
11
時
30
分

※

雨
天
中
止

▼
ど
こ
で
　
交
流
広
場

▼
講
　
師
　
渡
辺
久
美
さ
ん
他

▼
対
　
象
　
5
歳
〜
小
学
6
年
生

※

た
だ
し
、
未
就
学
児
は
保
護
者

　
同
伴
。

▼
定
　
員
　
約
30
名

▼
参
加
料
　
1
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　  

（
材
料
費
込
み
）

▼
申
し
込
み
　
あ
ゆ
ー
む
ま
で

▼
持
ち
物
　
水
筒
（
飲
み
物
）、

　
帽
子
、タ
オ
ル
、着
替
え
（
必
要

　
な
場
合
）

▼
服
　
装
　
全
身
汚
れ
て
も
い
い

　
格
好
。

▼
締
　
切
　
7
月
20
日
（
水
）

　
午
後
5
時

　
ア
ー
ト
キ
ッ
ズ
団
で
は
、
夏
休

み
特
別
授
業
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
今
回
は
野
外
で
、
水
性
絵

の
具
の
色
水
を
使
用
し
、
筆
や
水

鉄
砲
を
使
っ
て
、
全
員
で
大
き
な

絵
を
描
く
色
水
遊
び
を
行
い
ま
す
。

完
成
し
た
大
き
な
絵
の
前
で
み
ん

な
で
写
真
を
撮
影
し
ま
し
ょ
う
。

●

●

●
● ●

●

白
鷹
町
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
通
信

Vol.4  

 

 

 

ヨ
ガ
は
身
体
へ
の
負
担
が
少
な

く
運
動
経
験
が
な
い
方
で
も
始
め

や
す
く
、
続
け
や
す
い
で
す
。

▼
い
つ

７
月
25
日
（
月
）

 

指
導
者

今
野

恵

氏

▼
い
つ

８
月
８
日
（
月
） 

指
導
者

今
野

陽
介

氏

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

東
陽
ホ
ー
ル

参
加
費

会

員

５
０
０
円

非
会
員

８
０
０
円 

 
 

 

！

 
 

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
サ
ッ
カ
ー
を

一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か
し

ま
し
ょ
う
。

第
１
・
３
水
曜

サ
ッ
カ
ー

紬
パ
ー
ク

第
２
・
４
水
曜

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

白
鷹
中
体
育
館

▼
時
間

午
後
７
時
30
分
～
９
時

▼
対
象

幼
児
か
ら

▼
持
ち
物

シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル

白鷹町総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ

ゆめスポしらたか

「 ＊
ロ ッ ク

」事務局
白鷹町武道館内  
-    

-     
ホームページ  
「ゆめスポ

しらたか」

で検索。または、

 

 

▼
い
つ
7
月
30
日(

土) 

～
31
日(

日) 

 
 

 

 
 
 
 

 

▼
集
合

白
鷹
町
武
道
館
8
時
45
分

▼
行
先

猪
苗
代
湖

磐
梯
南
ヶ
丘
牧
場(

宿
泊) 

▼
対
象

幼
児
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で

(

幼
児
は
保
護
者
同
伴
が
必
要
）

▼
参
加
費

会
員
１
５
，
０
０
０
円

非
会
員
１
８
，
０
０
０
円 

▼
定
員

20
名

▼
申
込
締
切

７
月
19
日
（火
）

※
定
員
に
達
し
た
時
点
で
募
集
終
了

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

初
心
者
大
歓
迎
！
講
師
の

先
生
に
ル
ー
ル
か
ら
必
勝
法

ま
で
聞
い
ち
ゃ
い
ま
し
ょ
う
！

▼
い
つ

８
月
２
日
、
３
日

▼
時
間

９
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
会
場

中
央
公
民
館

▼
参
加
費

会

員
１
０
０
円

非
会
員
３
０
０
円

▼
対
象

町
内
小
学
校
の
生
徒

（
保
護
者
も
可
）
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　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

  

住 所 父母の名 子の名

畔　藤 飯澤 隆弘 杏
あん

　虹
じゅ

千晶

浅　立 関崎 博幸 遥
はる

　太
た

華菜

十　王 我妻 裕也 魁
かい

　星
せい

由樹

 住 所　　   　氏　名      年齢

浅　立　  沼　澤　新　一　 86
畔　藤　  川　井　良　一　 72
箕和田　  須　貝　四　郎 　62
畔　藤　  衣　袋　嘉　津 　93
横田尻　  児　玉　昭　一 　78
浅　立  　村　上　宮　子　 75
鮎　貝　  鈴　木　力　弥 　91
浅　立　  梅　津　洋　恵 　42
荒砥甲　  安　部　まさゑ 　85
荒砥甲　  梅　津　みち子 　89
畔　藤　  上　田　昭　信 　58
荒砥乙　  石　山　はるよ　 98
萩　野　  安　部　長　一 　86
鮎　貝　  齋　藤　久　眞 　79
萩　野　  梅　津　嘉　夫 　94
下　山　  安　部　よ　し 　97
浅　立　  梅　津　多　一 　80
横田尻　  伊　藤　茂　生 　80
十　王　  　平　　金　衞 　74
畔　藤　  橋　本　ち　よ 　85
畔　藤　  髙　橋　喜　久 　84
鮎　貝　  鈴　木　仁　一 　80
鮎　貝　  中　村　　茂 　　65
滝　野　  安　達　孝　吉 　76

※
戸
籍
の
窓
に
載
せ
た
い
方
は
、
届
出
の
と
き
に
戸
籍
年
金
係
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

 さん　

白鷹 （佐野 ）

洋 の を き

分で した作 を

くの人に見てもらいたい

「もともと不器用で、 専修学校に入る前は裁
さいほう

縫が苦手だったんです。 （笑）」

　中学時代、 文化部ではなく卓球部に所属していたという静香さんは、 ２つ

上のお姉さんの影響で白鷹高等専修学校へ入学。 「最初は慣れなかった」

という細かい作業も、 ２年生のころから少しずつ技術が上達し、 ３年生のと

きには技能五輪全国大会＊の洋裁部門に初出場しました。

　そして、 研究生２年目となった今年度は、 10 月に山形県で開催される技

能五輪全国大会へ出場予定 （３大会連続）。 大会に臨むにあたり 「まずは、

思うような作品を時間内にしっかりと完成させたい」 と話す静香さん。 続けて

「洋裁に関わることをこの先もずっと続けていきたい。 できれば、 自分が作っ

たジャケットやスーツなどの作品をたくさんの人に見てもらったり、 実際に着

てもらえる機会もつくれればいいかなぁ」 と控えめに将来の夢を語りました。

＊さまざまな職種において、 青年競技者の技能レベルの日本一を競う技能競技大会

わたしの

夢

ご結婚おめでとう

♥
♥
♥

の
　 生 山形

ー か を

町 白鷹町

ました。

　 は

た

ー ら

。

を らして す

をまたい からた

を ました。

　た いを て

は から

ます。 を か た

は 大 を て して

い。

♥

　　 氏　名　　　　　 住 所

佐　竹　克　也　 　荒砥乙
遠　藤　あかね　 　山形市

田　中　陽　一　 　鮎　貝
奥　山　沙　織　 　下　山

ティレリ・ファビアン    フランス
鈴　木　理　絵　　 横田尻
衣　袋　修　喜　 　畔　藤
飯　澤　智　子　 　長井市
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★広報しらたかは再生紙を使用しています。

作り方

① なすと青しそはみじん切りに

   し、うすい塩水につけてあく

   を抜く。

② きゅうり、みょうがもみじん

   切りにする。

③ ①と②の水を切り容器に入れ、

   だししょうゆを入れて混ぜ合

   わせる。

④ お好みで花かつおや白ゴマ、　  

　 納豆昆布、しょうがなどを入

   れて味付けする。

だ し

地域おこし協力隊

小野寺太樹さん

N
o
.1

1
8
8

2016-7-12
広
報
し
ら
た
か

〒
9
9
2
-
0
8
9
2
 
山
形
県
西
置
賜
郡
白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
8
3
3
　
 
 
 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 
:
 
http://www.town.shirataka.lg.jp 

　
☎
0
2
3
8
(
8
5
)
2
1
1
1
 
 
[
F
A
X
]
0
2
3
8
(
8
5
)
2
1
2
8
　
　
　
　
　
　
　
 
 
E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  

編
集
と
発
行
／
白
鷹
町
企
画
政
策
課

旬の“うまい”を

菜 発見
さいはっけん

材料（約５人分）

　なす…………………………２個

　きゅうり……………………２本

　みょうが……………………２個

　青しそ………………………４枚

　だししょうゆ…………大さじ３

　　

地域おこし協力隊が見つけた、

しらたかの旬の“うまい”をご紹介。

地元の食材で作ることのできる味を、

皆さんのご家庭でもぜひどうぞ。

教えていただいた人

佐藤洋子さん（中山）

　だしは食べたことがあったのです

が、初めて材料から作り方まで知る

ことができました。野菜をきざんで

混ぜ合わせるだけなので、料理が苦

手な僕にとっても嬉しい料理です。

　佐藤さんはじめ、温かくて親切な

人が白鷹にはたくさんいらっしゃる

んですね。たくさんの優しさに触れ

ることができ、とても嬉しいです。

これからもよろしくお願いします！

今月の旬

「なす・きゅうり」
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